
作 成 例 ＝ 文 字 ｻ ｲ ｽ ﾞ

＜ 例 １ ： 表 題 紙 ＞

14 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ

２ ０ 〇 〇 年 度 ( 4 行 目 )

中 部 学 院 大 学 大 学 院 人 間 福 祉 学 研 究 科
( 7 行 目 )

人 間 福 祉 学 専 攻 修 士 学 位 申 請 論 文
( 10 行 目 )

主 題 ： 24 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ

地域福祉とコミュニティのあり方に
つ い て の 一 考 察

～ Ｓ 県 に お け る 実 態 調 査 か ら ～
( 13 ～ 18 行 目 )

副 題 ： 20 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ

12 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ

２ ０ １ ４ 年 １ ２ 月 ( 27 行 目 )

20 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ
学 籍 番 号 ： １ ４ ０ １ １ ０ ９ ( 30 行 目 )

氏 名 ： 中 部 太 郎 ( 32 行 目 )

16 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ

指 導 教 員 ： 学 院 花 子 教 授 ( 35 行 目 )



＜ 例 ２ ： 目 次 ＞

目 次 12 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ← ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞ､後 １ 行 を あ け る

抄 録 10.5 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ⅰ ← 後 １ 行 あ け る

序 文 10.5 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ← 後 １ 行 あ け る

第 １ 章 地域福祉とコミュニティのあり方 10.5 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ・ ・ ・ ・ ５

第 １ 節 地 域 福 祉 の 持 つ 課 題 10.5 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ・ ・ ・ ５

第 ２ 節 福 祉 施 設 と の 連 携 10.5 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ・ ・ ・ ・ １ ０

＜ 例 ３ ： 本 文 ＞

第 １ 章 地域福祉とコミュニティのあり方 14 ﾎﾟｲﾝﾄ
←章（中央に太字で。頁を改め後１行をあける）

第１節 地域福祉の持つ課題 12 ﾎﾟｲﾝﾄ ←節（太字で。前 1 行をあける）
１ 地域福祉の醸成の過程と要素 10.5 ﾎﾟｲﾝﾄ ←項（太字で。）

２ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

３ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

＜ 例 ４ : 参 考 文 献 ＞

・ 大 江 基 ・ 加 瀬 昭 彦 ・ 高 橋 真 美 子 （ 1991 ）「 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ フ ァ ウ

ン テ ン ・ ハ ウ ス の 活 動 ・ ２ 」『 精 神 障 害 と 社 会 復 帰 』 Vol11 No 1
ｐ 88 － 95

・ 大 塚 佳 子 ・ 鳩 野 洋 子 ・ 西 田 茂 樹 （ 2000 ）「 精 神 障 害 者 の 食 生 活 に つ

い て 」『 第 59 回 日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会 抄 録 集 』 ｐ 224
・ 大 島 貞 夫 （ 1991 ）「 精 神 障 害 者 に 対 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア － 諸 外 国

の 実 情 を 通 し て － 」『 明 治 学 院 論 業 社 会 学 ・ 社 会 福 祉 学 研 究 』 86
ｐ 61 － 80

・ 大 島 貞 夫 （ 1993 ）「 フ ァ ウ ン テ ン ハ ウ ス と 精 神 障 害 者 の 社 会 復 帰 」

『 明 治 学 院 論 業 社 会 学 ・ 社 会 福 祉 学 研 究 』 91 ｐ 57 - 67 9 ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ



＜ 例 ５ ： 引 用 文 献 ＞ ↓ ( 番 号 )

秋 田 は 、 Ｘ に つ い て 「 ･ ･ ･ 」 ( 秋 田 2002:15 ) １ ） と 述 べ て い る

↑

（ 著 者 出 版 年 ： ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ）

引 用 文 献 は 、 章 ご と に 番 号 を 入 れ 章 末 に 以 下 の 通 り 記

載 す る 。 そ の 際 、 引 用 文 献 の 並 び は 番 号 順 に す る 。

1 ) 秋 田 幸 代 ( 著 者 代 表 ) ( 2002)『 生 活 科 学 双 書 ･ 食 生 活 論 』

建 帛 社

2 ) 山 根 寛 ・ 加 藤 寿 宏 編 ( 1990) 『 食 べ る こ と へ の 障 害 と

ア プ ロ ー チ 』 三 輪 書 店

3 ) 吉 田 静 代 ・ 水 谷 令 子 ・ 熊 澤 幸 子 ・ ほ か 編 ( 1992) 『 食

生 活 を 科 学 す る 』 弘 学 出 版

＜ 例 ６ ： 註 の 表 示 ＞

（ 例 ） 谷 中 は 、「 ご く あ た り 前 の 生 活 」 が 保 障 さ れ る こ

と が 重 要 で あ る と 述 べ て い る ( 谷 中 1996:31 ) 1 ) 。
↓

（ 著 者 出 版 年 : ﾍ ﾟ ｰ ｼ ﾞ ) 註 の 指 示 ）

＜ 例 ７ ： 句 読 点 ＞ 読 点 句 点

（ 例 ） 本 論 文 は 、 社 会 福 祉 が 家 族 を 支 援 す る 際 に 重 要 と な る 、

｢ 家 族 理 念 ｣ と ｢ 家 族 支 援 の 理 念 ｣ を 再 考 す る も の で あ る 。


